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島根県の恵み豊かな自然、緑豊かな森林を撮ろう！！  2006「しまねの森林」フォトコンテスト開催中
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飯南町立赤来中学校
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「水と緑記念の森」「水と緑記念の森」
見本林を設置!!見本林を設置!!

「水と緑記念の森」「水と緑記念の森」
見本林を設置!!見本林を設置!!

水 緑 森づくり水 緑 森づくり水 緑 森づくり水と緑の森づくり事業

斐伊川流域（雲南市大東町阿用）
上層樹種／スギ

林齢／41年生

面積／0.26ha

不要木伐採30％

広葉樹植栽ヤマザクラ50本

江の川下流流域（大田市川合町）
上層樹種／スギ

林齢／41～47年生　　面積／2.50ha

不要木伐採30％　　広葉樹植栽（予定）

高津川流域（吉賀町柿木村柿木）
上層樹種／スギ・ヒノキ

林齢／43～60年生　面積／2.93ha

不要木伐採30％　広葉樹植栽（予定）

山火事予防ポスター用原画 
静岡県立浜松江之島高等学校2年

白栁由夏さん

山火事予防ポスター用標語
兵庫県加東郡滝野町
丸山正人さん
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表紙の説明
平成17年度山火事予防
ポスター用原画・標語入賞
作品（主催：㈶林野弘済会）
財団法人林野弘済会では、
森林を愛する心を育み、山火
事予防の意識と活動の啓発を
図ることをねらいとし、毎年、
総務省消防庁、文部科学省、
林野庁、全国森林組合連合会
の後援のもとに、全国の中学
校・高等学校の生徒から山火
事予防ポスター用原画と標語
を、一般の方から標語を募集
しており、平成17年度で53
回目となっています。
平成17年度の山火事予防ポ
スター用原画・標語は以下の
とおりです。

未来を見つめ、人と自然と産業の豊かな調和をめざします。 

松江支店

松江市殿町175　TEL（0852）21−4411

緑と水を育む豊かな森を明日の世代へ 
─  制度資金のご融資を通じて　　　　 
　　　　地元林業を応援します  ─ 

〒690－0887  松江市殿町111番地（松江センチュリービル7F） 
TEL：0852－26－1133　E-mail：matsue@afc.go.jp 
FAX：0852－24－5334　HP：http://www.afc.go.jp
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森林のたより

林業課  水と緑の森づくりスタッフ

みーもくん

みず・みどり みまもり はぐくむ 森がすき

県民再生の森事業を実施した森林を活用し「水と緑記念の森」見本林を県内に設定しました。

今後こうした見本林も活用しながら、森づくりのＰＲや体験を進め、次世代に「水を育む緑豊かな森」を

伝えていきます。

島根県林業改良普及協会では、広く県民が享受している森林の公益的機能が失われつつある

荒廃林を再生し、水を育む緑豊かな森を次代に引き継ぐために、島根県が実施している「水と

緑の森づくり事業」を応援するため、小冊子「　　　　　　　　　　」を発行しました。

森の働きや森のしくみなどをわかりやすく解説しています。ご希望の方は最寄りの隠岐支庁・

各農林振興センターへお問い合わせ下さい。

隠岐流域（隠岐の島町原田）
上層樹種／スギ

林齢／45年生

面積／1.30ha

不要木伐採30％　　

斐伊川流域の見本林では、

地元も子どもたちによる

植樹体験が行われました。

みなさん、見に来てね！

お知らせ
平成17年度は約460haの県民再生の森事業の整備協定が森林所有者と結ばれました。

協定が結ばれた森林において、順次森づくりを進めています。

林業・木材製造業 
労働災害防止協会 

島根県支部 

〒690－0886 松江市母衣町55 
林業会館3F 

TEL 0852－21－3852 
FAX 0852－26－7087

森林の緑を守り、緑を育てる 

〒690-0011　松江市東津田町1252
TEL（0852）23-3721㈹　FAX（0852）27-5322

－主要販売品目－ 
◎林木苗畑（除草剤、殺虫、殺虫剤） 
◎松くい虫防除薬剤（スミパインMC、林業用NCS） 
◎林地除草剤（フレノック粒剤、ザイトロンフレノック微粒剤） 
◎樹幹注入剤（ネマノーン、グリンガードエイト、マツガード） 

山陽薬品株式会社  島根支店

NO.3 /2006.5 3



指導員　金子　愛さん

麻酔をかけ、計測しているところ

活躍！ツキノワグマ対策指導員活躍！ツキノワグマ対策指導員
～人とクマとの共生をめざして～

森林整備課 鳥獣対策室
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はじめに

ツキノワグマ対策指導員とは

島根県、広島県及び山口県にまたがる西中国山地に生息するツキノワグマは、環境省のレ
ッドデータブックに「絶滅のおそれのある地域個体群」として掲載されています。ところが、
昨今、そのツキノワグマが頻繁に集落周辺に出没することから、地域住民に不安を与え、農
林畜産物への被害とともに、人身被害の発生も懸念されています。
このような状況から、島根県では平成16年度に非常勤嘱託
職員「ツキノワグマ対策指導員」として、金子　愛さんを採
用しました。
金子さんは、採用後、2ヶ月間の研修を経て、益田農林振興
センター（現西部農林振興センター益田事務所）に常駐し、
主に島根県西部を守備範囲に活躍しています。今年で3年目を
迎え、知識や技術とともに、経験も兼ね備え、その期待も高
まっています。

ツキノワグマ対策指導員の主な活動を紹介します。
①ツキノワグマが集落等に出没する要因として、クマを誘引する物質があるこ
とが想定されます。指導員は現地を確認し、誘引物となる｢ミツバチの巣」、「柿
の木」、「コンポスター」などを特定し、これらを直接除去したり、除去する
ように指導するとともに、除去出来ないものについては、電気柵等の被害対
策を講じるように指導しています。
②平成17年度の県内でのツキノワグマの捕獲は21頭あり、その内の14頭を
放獣しています。錯誤捕獲されたクマの場合、放獣が可能かどうかの判断を
したうえで放獣しますが、やむを得ず殺処分する場合もあります。

放獣の場合は、安全を確保したうえで、クマに吹き矢や麻酔銃を用いて麻酔をかけます。麻酔が効いたら、クマ
の体重、体長等を測定します。また、熊が麻酔から覚めるのを待って、熊スプレーや爆竹等を用いて学習させた後、
放獣する作業を行っています。やむなく殺処分する場合は、クマを解体し研究に必要な試料（胃内容物、腎臓、
胆のう等）を摘出して、それを中山間地域研究センターへ送付し、試験研究に供しています。
③平成16年度にクマの出没が多かった益田管内では、自治会単位の住民説明会を県鳥獣担当者などと企画し、経
験等を踏まえた｢クマの生態、クマ対策」の説明を行っています。また、関係者が集まる様々な協議会等においても、
時間をいただいてクマ対策の普及啓発を図っています。

かね こ あい

監視カメラの設置状況（雲南市内）

自然との調和 
松くい虫駆除薬剤 松くい虫予防薬剤 松くい虫防除薬剤 

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインＭＣ
マツグリーン液剤２

バークサイドＦ
ヤシマ　ＮＣＳ

グリーンガード・エイト

ヤシマ産業株式会社  広島営業所
〒732-0825 広島市南区金屋町2-14 6F（協友アグリ㈱内）
TEL ０８２−２６１−００５２

瞬間殺蜂スプレー 

ハチノックＬ・Ｓ
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ツキノワグマ目撃件数 ツキノワグマ捕獲頭数

今年の出没は

ツキノワグマ対策にご理解を

岩手県では人里にツキノワグマの出没が増える可能性が高いとして、この3月に「ツキノワグマの出没に関する
注意報」を発令されました。本県においても、このところツキノワグマの出没が多い年と少ない年が隔年となって
おり、その傾向は堅果類の豊凶作と関連しているとも言われています。このことから、今年は注意を要する年とな
りそうです。

ツキノワグマ対策については、指導員を含めた職員などの地道な活動にあわせて、地域住民を含めた県民の皆様
のご理解とご協力が欠かせません。今後とも、ツキノワグマによる人身被害の回避と農林畜産物の被害軽減を図り、
西中国山地の地域個体群の維持に努めてまいります。

島根県では、平成18年度に野生鳥獣と人との共生をめざす里山整備、奥山の環境整備を図ることにあわせ、
中山間地域における緊急かつ臨時的な雇用・就業の機会を創出する「みどりの森緊急整備事業（人と野生鳥
獣共生）」に取り組みます。

◇緩衝帯設置
人里に隣接した森林等で、一定の幅で伐採（除伐）
等を行い、ツキノワグマの出没を抑制します。
（実施面積：105ha、予算額：26,250千円）

◇生息環境整備
奥山でのエサ不足を解消するために、堅果類の植
栽を行い、生息環境の保全を図ります。
（実施面積：7.5ha、予算額：3,750千円）

みどりの森緊急整備事業（人と野生鳥獣共生）

しまね鳥獣情報ステーション（ホームページ）　http://www.chusankan.jp/chouju/Entrance.asp

お問い合わせ先：島根県農林水産部森林整備課鳥獣対策室　TEL 0852－22－5160
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今年はツキノワグマの出没が多い年となりそうなので、
人とクマとの住み分けができるように、住民の皆さんに
精神面でのご負担やご苦労が軽減される活動を行いたい
と思います。その一つとして昨年は地元の自治体単位で
の説明会にお邪魔しました。今年は小学校の児童を対象

とした普及啓発に取り組みたいと思います。
また、週に一度は山に入ってドングリなどのクマの餌
になる植物等の状況を調べて、出没したクマの状況が分
かるように努めます。
とにかく、クマによる人身被害が発生しないように祈
っています。今後ともよろしくお願いいたします。

指導員からのメッセージ

社団法人  島根県森林土木協会

松江市母衣町55林業会館

TEL：（0852）21−2669　

FAX：（0852）21−2231

E-����：����-���@����.���.��.�

森林整備のアシスタント
①　森林土木事業の促進

②　森林土木技術の開発・普及

③　森林土木事業の測量・調査・設計及び施行管理の受託

④　保安林解除・林地開発許可等の設計（業務受託）

NO.3 /2006.5 5



中山間地域研究センターホームページ　http://www.chusankan.jp/

中山間地域研究センター  農林技術部  資源環境グループ

研
究
研
究

の

「ショウロの生産技術開発と
ショウロが発生するクロマツ林再生」
「ショウロの生産技術開発と

ショウロが発生するクロマツ林再生」

ショウロは傘や柄のないほぼ球形のきのこで、おもに海岸砂丘地に
造成されている防風クロマツ林で発生します。近年では発生地域が減
少したことから、生鮮品として10,000～30,000円/㎏で取引されて
いる高級きのこです。中山間地域研究センターでは農林家の新たな収
入源にするため、ショウロの生産技術開発に取り組んでいます。

■はじめに

■ショウロが多く採れるクロマツ林をつくる

■より効率的な生産技術をめざして

苗畑で発生したショウロ

クロマツの苗畑でのショウロ探し

採種したショウロ

クロマツの苗木を育成していた畑からショウロが自然発生しているのを
発見し、畑を使用したショウロ栽培が可能であると考えました。防風クロ
マツ林で採取したショウロをすり潰し、ショウロの重さの100倍の水で稀
釈して 2 年生クロマツ苗畑 1 ㎡に 2 ℓを散布したところ、散布した翌年
の秋にショウロの発生が始まりました。その後 5 年間に苗畑 1 ㎡当たり
34個、72gが収穫でき、防風クロマツ林での採取に比べて効率的と感じま
した。まずは苗木生産過程の副収入としてショウロを収穫し、その苗木を
利用してショウロが多く発生する防
風クロマツ林が造成できないか検討
しています。

防風クロマツ林で採れたショウロをすり潰して、ショウロが発生してい
ないクロマツ林地に散布すると、そこでショウロの発生が始まります。シ
ョウロが発生している防風クロマツ林では、林地へ木炭を埋め込むことに
よって発生量が増加します。また、地表に落葉が厚く溜まり、コケや雑草
が生えてくるとショウロの発生量が減少するため、これらを取り除くこと
も必要です。

⬅⬅

NO.3 /2006.56



しまねの自然 シリーズ  ③

■ タムシバ
　　　　　　　　  （モクレン科）

島根県内の森林には、多くの注目すべき植物が自生しています。
このシリーズでは、このうちの樹木を中心に紹介していきます。

枝の輪切りで工作を楽しもう枝の輪切りで工作を楽しもう
写真のような工作に利用できる木の枝は、身の回りにたく

さんあるはずです。枝のほかに用意するものは、ノコギリと

木工ボンドぐらいです。あなたも、さっそく始めてみましょう。

なお、目などに使う小さな枝は、せん定ばさみで切るとよい

でしょう。また、枝をななめに切ったり、曲がった枝を有効

に活用するとおもしろいものができます。

早春、車で中国山地の山麓を走っていると、遠くの

山に点々と白い花をつけた木が見られる場所がありま

す。ハクモクレンを小型にしたような白い花をつけて

いるこの木は、地元で“こぶし”と呼ばれています。

しかし、この木は正式にはコブシではなくタムシバと

呼ばれる植物です。コブシとタムシバは同じなかまの

植物で、花の形や色、咲く時期など非常によく似て

おり、花だけを見ても全く見分けがつきません。葉

っぱを比較すると、形が大きく異なっており見

わけることができますが、花の咲く頃には葉は

まだ伸びていません。花の頃に見わけるには、

花の下側にある小さな緑色の葉の有無による方

法が便利です。この小さな葉は、コブシには見

られますがタムシバには全く見られません。

コブシは北国に多く見られる樹木で、島根県

内にはほとんど自生していません。しかし、公

園や庭園などによく植えられており、身近な場

所で見かけることができます。なお、“タムシバ”

の名前は、葉を噛むと甘い味がすることから、

「噛む柴」が転じたものと言われています。

〔緑化センター管理スタッフ　佐藤仁志〕

自然で遊ぼう シリーズ  ③

▼コブシ

▲タムシバ

NO.3 /2006.5 7



斐川町環境学習センターに「樹木学習園」が完成！
〜平成17年度緑化推進事業（宝くじ助成）〜
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林業課  緑化センター管理スタッフ

■ 島根県立緑化センターでは、「斐川町環境学習センター（愛称：アース館）」（簸川郡斐川町出西）
の敷地内に、自然環境学習のための「樹木学習園」を、県が宝くじの助成により実施している
緑化推進事業により整備しました。

■ この「樹木学習園」には、100種類220本の樹木を植栽
し、それぞれに解説文付きのオリジナルの名札が付い
ています。樹種の選定に当たっては、小中学生が学習
の一環として活用しやすいもの、郷土に自生する代表
的なもの、特徴のあるもの、風習とつながりの強いも
のなどの選定基準により、県が「ツリーバンク事業」
〔注〕でストックしている樹種を優先的に活用し、限ら
れた予算の中でより多くの樹木を植栽しています。

■ 去る平成18年 3 月 3 日㈮の完成記念式典には、県や町
の関係者と町立西野小学校 5年 3組の児童ら約60人が
出席し、テープカットで完成を祝いました。その後、
オープニングセレモニーとして西野小学校 5年 3組36
人を対象に「記念樹木学習会」を開催し、児童達はグ
ループに分かれて、緑化センター管理スタッフからの
説明を受け、敷地内にある樹木をテーマにしたクイズ
に挑戦して、「見て・触れて・嗅いで」、樹木への関心
を深めました。

■クイズの一例です。皆さんは分かりますか？

【Q 1】 カクレミノは変身する木（忍者の木）として知られています。葉の 3つの形を絵で書い
てください。

【Q 2】 アカマツ、クロマツ、ヒメコマツを観察して次の問題に答えてください。それぞれ葉は
何枚？それぞれ葉の先端に触ってみると痛い？

〔注〕 「ツリーバンク事業」とは、県が不要な樹木をストックして、公共施設等へ樹木を無償で提供する事業で、

澄田知事の提唱によるものです。

植栽樹種（一例）：アオギリ、ウメモドキ、エゴノキ、オニグルミ、カシワ、キンモクセイ、クマノミズキ、
ゲッケイジュ、サンゴジュ、スダジイ、ソヨゴ、タラヨウ、テンダイウヤク、ナンテン、ニシキギ、ハナイ
カダ、ヒトツバタゴ、ミズナラ、ムクゲ、モチノキ、ヤブツバキ、ユズリハ等

株式 
会社 もちだ園芸 

本　　　社　出雲市渡橋町３９８ 電話（０８５３）２１－２０５１ 
 ＦＡＸ（０８５３）２１－５４５２ 
松江営業所　松江市東津田町１７２７　電話（０８５２）２６－９７１３ 
米子営業所　米子市旗ケ崎２３１４ 電話（０８５９）２９－５７４８ 
石 見 支 店　浜田市国分町２１２ 電話（０８５５）２８－２３７２ 
直 営 農 場　出雲市所原町７７５ 電話（０８５３）４８－０２６７ 

樹木学習園と看板

スタッフの話を熱心に聞く児童達
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林業課  林業普及スタッフ

しまねの森林・林業を担う林業研究グループ③

森林のなかま

平田しいたけレディース連絡先：
　〒691－0001 出雲市平田町2308-2JA平田中央支所内
　TEL 0853－62－9059 

皆さん、もっと原木しいたけを
食べてくださいね！

皆さん、もっと原木しいたけを
食べてくださいね！

■「平田しいたけレディース」は女性だけで構成される林業研究グループの一つで、原木しいたけの消費拡大を大
きな活動目標に掲げているグループです。女性のグループでは仕事と家庭の両立を求められることが多く、他の
グループの会員からは思うような活動ができないとの声を聞くこともありますが、「平田しいたけレディース」
は立石清子会長のもとで17名の会員が積極的な活動を展開し
ています。
■「平田しいたけレディース」では、原木しいたけにこだわって、
食材としての新たな可能性を追求する試みを進め、しいたけ
おこわ、しいたけクッキー、しいたけピクルスなど数え上げ
ると切りがないほどのメニューを考案しています。そして、
それらのメニューを地域のイベントなどに出品し、独自に作
成したレシピ集も配布しています。
■今年 3 月12日㈰に大田市の県立男女共同参画センター「あす
てらす」で開催された「しまねレディースネットワーク地域
交流会」でもその腕前を披露し、他のグループの参加者から
絶賛の声をいただきました。
■「平田しいたけレディース」では、会員一人ひとりの技術の向上にも力を入れています。グループ結成以来、ほ
ぼ毎年、県内外の先進地を視察して、最新のしいたけ栽培技術の習得に努めています。また、定期的に外部講師
を招き、植菌技術や乾しいたけ選別技術などの研修会を開催して自己研鑽に励んでいます。
■今後の活動としては、原木しいたけに留まらず、なめこ、ひらたけなどの食用きのこの栽培にも取り組むことが

会員の夢となっています。今年 3月には専門家を招いてこれら
食用きのこの栽培研修会を開催し、夢の実現に一歩を踏み出し
ました。これからの活動が期待されます。

～本物の原木しいたけを愛する「平田しいたけレディース」～～本物の原木しいたけを愛する「平田しいたけレディース」～

生産から販売まで
椎茸のことなら何でもＪＡへ

JAグループ島根／JA全農しまね 

優良種菌で　　　　　　　 
原木乾椎茸の 

　　　　　　　生産拡大を 

安全・安心・美味しい 
日本産原木しいたけ栽培を応援します 

三 次 支 所  
広島県三次市畠敷町916－2 
（三次地方卸売市場内） 
TEL 0824－63－1226 
FAX 0824－63－2012
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島根県の恵み豊かな自然、緑豊かな森林を撮ろう！！

『しまねの森林』フォトコンテスト
も　　　り

（森林・林業総合情報誌）

募集締切

応募テーマ

インフォメーションインフォメーション

◇2006年9月10日（日）
メインテーマは、四季を通じた「しまねの森

も

林
り

」です。
◆森林・林業（森林の四季を通じた景色や林業に携わる人々の風景など）
◆森とのふれあい（森林浴やイベントなどで森林と親しむ人々の風景など）
◆巨樹・古木（由緒ある巨樹や古木などの四季を通じた風景など）
◆島根の山（山々の四季を通じた風景など）
◆森のなかま（森林と調和した野鳥など）
◆山の幸（きのこやたけのこなど山の幸やそれらの生産の風景など）

主催／「しまねの森林」発行委員会・島根県

2006

応募規定 ◇作品サイズは、キャビネ（2L）とします。
◇お一人で何点でもご応募いただけます。ただし、応募作品は未発表のものに限ります。
◇デジタルカメラの場合、合修正は不可です。
◇肖像権侵害などの責任は負いかねます。応募に際しては必ず本人の承諾を得て下さい。
◇入賞作品の版権は、主催者に帰属します。原版、電子データ等の提出が必要です。
◇応募作品の中から、「しまねの森林」ほかの広報に使用する場合があります。
◇応募作品は原則として返却しません。ただし、送料（郵券）同封で応募のあった返却希望者には、
　審査終了後返却します。

応募方法

応 募 先

必要事項を記入した応募用紙を、作品の裏側に
セロテープでとめてご応募下さい。

審査発表 森林・林業総合情報誌「しまねの森林」の紙面
に入選作品を掲載のうえ発表します。
※前期分は後期分にあわせて審査しますのでご
　了承下さい。

表　　彰 ◆特　選　1点　賞金3万円
◆準特選　1点　賞金2万円
◆入　選　3点　記念品
◆佳　作　5点　記念品

〒690－8501  島根県松江市殿町1番地
島根県庁林業課内
「しまねの森林」発行委員会事務局
TEL 0852－22－5158

元気がでる！元気がでる！ 県民の森へ行こう!!県民の森へ行こう!!県民の森へ行こう!! 島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

《県民の森ふれあい講座》定員各20名　申込先：県民の森研修館　TEL 0854（76）3119
◆6/3㈯新緑のブナ林観察会 ◆6/4㈰植物鑑定（初級編） ◆6/10㈯新緑の県民の森トレッキング
◆6/11㈰自然木を使った木工 ◆7/23㈰キャンプ教室 ◆8/5㈯･6㈰昆虫採集教室
その他にも《県民の森オープン講座》、《森林スキルアップ研修》などのイベント・研修を開催して
います。詳しい情報はホームページをご覧下さい。 http://www.chusankan.jp/mori/

6月・7月・8月のイベントの御案内

しまねの森林フォトコンテスト応募用紙

住　　所
〒　　　－

Ｔ Ｅ Ｌ （　　　　）

氏　　名 （　　　）才

職　　業

撮影場所

撮影年月

作品タイトル

森林の中で働く人のお手伝いをします
1．林業労働者の募集　　　　　　　2．新規就労者及び雇用主に対する研修 
3．林業就業促進資金の貸付　　　　4．高性能林業機械の貸付 
5．林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助 
6．雇用改善のための啓発活動 

島根県林業労働力確保支援センター（社団法人 島根県林業公社内） 
松江市母衣町55番地4（松江商工会議所ビル6F） 
TEL（0852）32－0253　FAX（0852）21－4375　E-Mail shimane-roukakuc@nifty.com
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サンケイ化学の松くい虫防除資材

多目的使用（空中散布・地上散布）が出来る 

スミパイン®ＭＣ
伐倒木用くん蒸処理剤 

キルパー®

松枯れ防止樹幹注入剤 

グリンガード®・エイト

新発売　散布用薬剤 

モリエート®ＳＣ
伐倒木くん蒸用生分解シート 

ビオフレックス®

マツノマダラカミキリ成虫誘引剤 

マダラコール®

お問い合わせは　県森連・森林組合へ

サンケイ化学株式会社  大阪営業所
大阪市淀川区西中島4-5-1　TEL 06（6305）5871

自然災害から森林を守る ─── 

対象となる災害：火災、気象災、噴火災 解説：マモルくん 

各
森
林
組
合
・
森
林
組
合
連
合
会 

県
庁
森
林
整
備
課 

マモルくん 
大いに語る 

『
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『
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者
の
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に
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 『
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り
に
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『
詳
し
い
こ
と

は
左
記
の
問
い

合
わ
せ
先
へ
』 

森 林 国 営 保 険  森 林 国 営 保 険  
お
問
い
合
わ
せ
先 

育てよう 豊かな緑と 豊かな心

松江市母衣町55　島根県林業会館内
TEL（0852）21－8049   FAX（0852）21－8231

●「緑の少年団への入会や活動について」詳しくは・・・　http://www.shimane-green.or.jp/

・「緑の募金」は、だれもが参加できる身近な森林ボランティアです。

・寄せられた募金は、自主的な森林整備、緑化推進、緑の少年団など

の活動支援を通じて地域に還元されます。

（特定公益増進法人）

「
緑
の

募
金」にご協

力

を
！

除草はおまかせ下さい！ 

九州営業所 
福岡市博多区博多駅前1－4－4 
（092）473－6521 

FAX（092）451－8195

本　社　八束郡東出雲町大字錦浜583－10 
（0852）53－0670（代） 

FAX（0852）53－0674 
E-mail：notsu@tx.miracle.ne.jp

非農耕地用除草剤 クズ株処理剤 

AZ粉剤・AZ粒剤 1株－ワンプッシュ  済的 

育林、林産、森林土木、造園等の施工管理 

代表取締役社長　椎　名　宜　三  

緑を育て水をはぐくむ 

大 和 森 林 株 式 会 社  
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広域 松江

雲南 出雲

浜田 県央

益田 隠岐

林業普及リポート

遊木民倶楽部「春の恵市」 水と緑の森づくり県民アンケート

林業就業支援講習会 星降る森（オーナーの森）見学会と森づくり作業体験

飯南町林研グループの「きのこ教室」 南中学校緑の少年団の「しいたけ植菌体験」

矢上高校産業技術科の林業実習（クヌギの枝打ち）

西部農林振興センター益田事務所　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

島根県立農業大学校森林総合科程　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/　　中山間地域研究センター　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-chusankan/

県庁林業課　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター雲南事務所　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

西部農林振興センター　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

隠岐支庁農林局　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

東部農林振興センター　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-matsue/

東部農林振興センター出雲事務所　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター県央事務所　URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

●日時：平成18年4月17日㈪
～21日㈮

●場所：飯南町上来島
中山間地域研究センター

●日時：平成18年3月26日㈰
●場所：松江市八雲町

●日時：平成18年3月21日㈫
●場所：飯南町加田

●日時：平成18年3月22日㈬
●場所：出雲市朝山町

●日時：平成18年4月22日㈯
～23日㈰

●場所：広島市安佐南区
ジュンテンドー沼田店

●日時：平成18年3月10日㈮
●場所：川本町川本

松田直美氏山林

●日時：平成18年4月23日㈰
●場所：益田市匹見町

遊木の里

●日時：平成18年4月15日㈯
●場所：隠岐の島町平

産地直送「いわみ元気市」

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林土木協会・島根県緑化推進委員会
　　　　島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会・緑資源機構松江水源林整備事務所
編　集：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成18年5月29日
ホームページアドレス：
　林　業　課　http://www.pref.shimane.jp/section/yama/
　森林整備課　http://www2.pref.shimane.jp/ringyou/

平成18年5月号
通巻243号

　NO.
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しまねの森林しまねの森林

も　　　 り

古紙配合率100％再生紙を使用しています


